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急性曝露ガイドライン濃度 (AEGL) 

Tetranitromethane (509-14-8) 

テトラニトロメタン 

Table  AEGL 設定値 

Tetranitromethane     509-14-8     (Final) 

ppm 

 10 min 30 min 60 min 4 hr 8 hr 

AEGL 1 NR NR NR NR NR 

AEGL 2 0.66 0.66 0.52 0.33 0.17 

AEGL 3 2.2 2.2 1.7 1.1 0.55 

NR: データ不十分により推奨濃度設定不可 

設定根拠（要約）： 

1972年制定の米国連邦諮問委員会法（FACA）公法第92-463号の権限の下、有害物質の急

性曝露ガイドラインレベルに関する米国諮問委員会（NAC/AEGL Committee）が設置され、

優先度の高い急性毒性のある化学物質について、関連する毒性学的データや他の科学的デ

ータの特定、審査、解釈、およびAEGL値の導出が行われている。 

AEGLは、一般市民の許容曝露閾値を示すものであり、10分間～8時間の範囲の、非常事態

曝露時間に適用される。AEGLには、毒性作用の深刻度に応じて3つのレベル（AEGL-1、
AEGL-2、AEGL-3）があり、レベルごとに5つの曝露時間（10分間、30分間、1時間、4時
間、8時間）の値が設定される。AEGLの3つのレベルは、それぞれ次のように定義されて

いる。  

AEGL-1は、この値を超えると、感受性の高い人も含めた一般集団が、著しい不快感、刺激、

または無症候性で知覚されない何がしかの影響を受けることが予測される、化学物質の空

気中濃度（ppmまたはmg/m3）である。ただし、これらの影響は、機能障害を生じること

はなく、一過性で、曝露が止まれば消失する。 

AEGL-2は、この値を超えると、感受性の高い人も含めた一般集団が、不可逆的な健康影響

もしくは他の重篤な持続性の健康影響を受けるか、逃避する能力が損なわれることが予測

される、化学物質の空気中濃度（ppmまたはmg/m3）である。 
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AEGL-3は、この値を超えると、感受性の高い人も含めた一般集団が、生命を脅かされる健

康影響を受けるか、死亡することが予測される、化学物質の空気中濃度（ppmまたはmg/m3）

である。  

AEGL-1より低い空気中濃度は、漸進的に増強するが一過性で身体に障害が残らない、軽度

の嗅覚や味覚などの感覚刺激と、無症候性で知覚されない何がしかの影響が起こる可能性

のある曝露レベルである。空気中濃度がそれぞれのAEGL値より高くなると、対応するそれ

ぞれのAEGLについて定義されている影響が起こる可能性と影響の重篤度が、漸進的に高く

なる。AEGL値は、感受性の高い部分集団（乳児、小児、高齢者、喘息などの疾患を有する

人など）も含めた一般集団の閾値濃度を示すものであるが、特別な特異体質反応を起こし

やすい人は、対応するAEGL値より低い濃度で定義されている影響を受ける可能性があるこ

とがわかっている。 

（概要）： 

テトラニトロメタン（TNM）は爆発性の高い化学物質で、ロケット推進剤の酸化剤として

使用される他、ディーゼル燃料のセタン価を向上させる目的や、有機分子中の二重結合を

検出する試薬としても使用される。TNMは、トリニトロトルエン（TNT）の製造過程で不

純物として生成する。TNMの吸入により、ヒトと動物で呼吸器や眼への刺激、ラットとマ

ウスで肺腫瘍が生じたことが報告されている。 

AEGL-1値の導出は、十分なデータがないため、行わなかった。明確にAEGL-1の範疇の評

価項目を扱った試験のデータは、得られていない。 

AEGL-2値の導出は、ラットにおける4時間LC50試験（Kinkead et al. 1977）のデータに基

づいた。この試験では、10 ppm（試験した最低濃度）で、中等度の肺鬱血が認められ、15 
ppm（最低濃度の次に低い濃度）では、10匹中3匹が肺病変で死亡している。10 ppmは、

この試験における致死に関する無影響濃度（NOEL）であるが、AEGL-3の出発点に近いた

め、この濃度に修正係数3を適用した。得られた濃度（3.3 ppm）は、可逆的な軽度の肺刺

激しか引き起こさないと予測される。時間スケーリングを、指数式Cn × t = kを用いて行

った。この式は、全身に作用する刺激性の蒸気とガスの多くについて、その曝露の濃度-時
間関係を表すことが知られており、指数nは0.8～3.5の値をとる（ten Berge et al. 1986）。
TNM固有の指数nを経験的に導出できるデータが得られていないため、4時間より短い時間

に外挿する場合はn = 3、4時間より長い時間に外挿する場合はn = 1とし、ただし、10分間

値は30分間値と同じにし、ヒトの健康を保護できるAEGL値を導出した（NRC 2001）。

AEGL値導出の基準にした試験は、最も感受性の高い実験動物種を用いて行われているため、

種間外挿の不確実係数としては3を適用した。また、急勾配の曝露量-反応曲線を持つガスに
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よって引き起こされる可逆的な軽度の肺刺激は、個人差がそれほど大きくないと予想され

るため、感受性の高い人のことを考慮する不確実係数としては3を適用した。よって、総不

確実係数として10を使用した。 

AEGL-3値の導出は、AEGL-2値の場合と同じく、ラットにおける4時間LC50試験（Kinkead 
et al. 1977）のデータに基づいた。AEGL-3の出発点は、算出された致死に関するベンチマ

ーク用量低用量側5%信頼限界値（BMDL05）である11 ppmとしたが、この値は、Kinkead
ら（1977）の試験や、ラットとマウスを用いて行われた1日6時間の14日間の反復曝露試験

（NTP 1990）とで、実験的に得られた致死に関するNOEL（10 ppm）と整合している。

AEGL-2値の場合と同じく、式Cn × t = kを用い、n = 3またはn = 1として、時間スケーリン

グを行った。AEGL値導出の基準とした試験が、最も感受性の高い実験動物種を用いて行わ

れているため、種間外挿の不確実係数としては3を適用した。また、急勾配の曝露量-反応曲

線を持つガスによって引き起こされる極度の肺刺激による致死のNOELは、個人差がそれほ

ど大きくないと予想されるため、ヒトでの変動性に関する不確実係数としては3を適用した。

よって、総不確実係数として10を使用した。 

TNMの吸入による発がんスロープ係数を導出し、この値を用いて、30分間～8時間での単

回曝露から、10-4過剰発がんリスクを推定した（付録Bを参照）。10-4の過剰発がんリスク

と関連するTNMの濃度は、毒性に基づいた30分間～8時間の各曝露期間のAEGL-2値よりも、

2.5倍～10倍高かった。AEGL-2値の導出には、発がん性以外の評価項目の方が適切である

と考えられた。理由は、(1) 発がん性以外の評価項目の方が、感受性が高いと思われ、(2) 
AEGL値は、まれな事象や一生に一度しかないような曝露に適用でき、データによって、

TNMによる新生物は慢性曝露に起因することが示されており、(3) 推定されたTNMの発が

んリスクとAEGL値では、数値を得るために用いた方法に大きな違いがあり、直接比較する

ことが適切ではないからである。 

Table に、導出した AEGL 値を一覧にして示す。 

----------------------- 
注：本物質の特性理解のため、参考として国際化学物質安全性カード（ICSC）を添付する。 
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分子量:196 
CAS登録番号:509-14-8  
RTECS番号:PB4025000  
ICSC番号:1468  
国連番号:1510 

災害／ 
暴露のタイプ

一次災害／ 
急性症状

予防
応急処置/ 
消火薬剤

火災
爆発性である。火災時に刺激
性あるいは有毒なフュームやガ
スを放出する。  

裸火禁止、火花禁止、禁煙。 
塩基、可燃物、還元剤との接
触禁止。  

大量の水、水噴霧  

爆発

  火災時：水を噴霧して容器類
を冷却する。 
安全な場所から消火作業を行
う。  

身体への暴露  あらゆる接触を避ける！    

吸入 

咳、紫色(チアノ－ゼ)の唇や
爪、紫色(チアノ－ゼ)の皮膚、
頭痛、息苦しさ、嘔吐、めまい 
症状は遅れて現われることがあ
る(｢注｣参照)。  

換気、局所排気、または呼吸
用保護具。  

新鮮な空気、安静。半座位。
人工呼吸が必要なことがある。
医療機関に連絡する。  

皮膚 
発赤、痛み  保護手袋、保護衣  多量の水で洗い流した後、汚

染された衣服を脱がせ、再度
洗い流す。  

眼 
発赤、痛み  安全ゴーグル、顔面シールド、ま

たは呼吸用保護具と眼用保護
具の併用。  

数分間多量の水で洗い流し(で
きればコンタクトレンズをはずし
て)、医師に連れて行く。  

経口摂取 
｢吸入｣参照。  作業中は飲食、喫煙をしない。

食事前に手を洗う。  
多量の水を飲ませる。医療機
関に連絡する。  

漏洩物処理 貯蔵 包装・表示 

・換気。 
・すべての発火源を取り除く。 
・漏れた液を密閉式のプラスチック容
器に集める。 
・残留液を砂または不活性吸収剤に
吸収させて安全な場所に移す。 
・下水に流してはならない。 
・おがくず他可燃性吸収剤に吸収さ
せてはならない。 
・(個人用保護具：有機ガスおよび蒸
気用フィルター付マスク) 
 

・耐火設備(条件)。 
・混触危険物質から離しておく。 
・｢化学的危険性｣参照。 
・密封。 
・換気のよい場所に保管。 
 

・国連危険物分類(UN Hazard 
Class)：5.1 
・国連の副次的危険性による分類
(UN Subsidiary Risks)：6.1 
・国連包装等級(UN Packing 
Group)：I 
 

重要データは次ページ参照 

ICSC番号:1468 Prepared in the context of cooperation between the International Programme on 
Chemical Safety & the Commission of the European Communities © IPCS CEC 1993 



国立医薬品食品衛生研究所  

国際化学物質安全性カード 
テトラニトロメタン ICSC番号:1468 
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物理的状態; 外観:  
刺激臭のある、無～黄色、油状の液体  
 
物理的危険性:  
 
 
化学的危険性:  
強力な酸化剤で、可燃性物質や還元性物質
と激しく 反応する。炭化水素、綿、トルエン、
1,3-ニトロベンゼン、1-ニトロトルエン、4-ニトロト
ルエン、1-ニトロナフタレン、フェロセン、ピリジン、
ナトリウムエトキシドにより、衝撃に敏感な化合
物を生じる。加熱すると、爆発することがある。
加熱や燃焼により分解し、窒素酸化物を含む
有毒なフュームを生じる。アミン、およびアルミニ
ウム、銅、鉄、亜鉛などの金属粉末、金属と激
しく反応し、火災および爆発の危険をもたらす。
ゴムを侵す。  
 
許容濃度:  
TLV：0.005 ppm(TWA); A3(動物実験では発
がん性が確認されているが、人との関連は不明
な物質); (ACGIH 2004)  
MAK：皮膚吸収(H); 発がん性カテゴリー：2; 
(DFG 2005)  
 

暴露の経路:  
体内への吸収経路：蒸気の吸入、経口摂取  
 
吸入の危険性:  
20℃で気化すると、空気が汚染されてきわめて
急速に有害濃度に達することがある。  
 
短期暴露の影響:  
眼、皮膚、気道を重度に刺激する。蒸気を吸
入すると、肺水腫を引き起こすことがある(｢注｣
参照)。血液に影響を与え、メトヘモグロビンを
生成することがある。腎臓、肝臓、肺に影響を
与えることがある。医学的な経過観察が必要で
ある。これらの影響は遅れて現われることがあ
る。  
 
長期または反復暴露の影響:  
人で発がん性を示す可能性がある。  
 

物理的性質 

・沸点：126℃ 
・融点：13℃ 
・比重(水=１)：1.6 
・水への溶解度：非常に溶けにくい(0.009 
g/100 ml(20℃))  

・蒸気圧：1.1 kPa(20℃) 
・相対蒸気密度(空気＝１)：0.8 
・20℃での蒸気/空気混合気体の相対密度
(空気＝１)：1.06 

環境に関する 
データ  

 

注 

・肺水腫の症状は 2～3 時間経過するまで現われない場合が多く、安静を保たないと悪化する。したがって、安静と
経過観察が不可欠である。 
・この物質により中毒を起こした場合は、特別の処置が必要である；指示のもとに適切な手段をとれるようにしておく。
・この物質の環境への影響は十分に調べられていない。 
・作業衣を家に持ち帰ってはならない。 
・汚染された衣服は(火災の危険があるため)、多量の水ですすぎ洗いする。 
・Tetan、TNM はいずれも商品名である。 

Transport Emergency Card(輸送時応急処理カード)：TEC(R)－51S1510

付加情報 

  

ICSC番号:1468  
作成日：2004.04 

テトラニトロメタン

© IPCS, CEC, 1993 
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